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   In this paper the author dealt with the case on 30 years old male who showed clini-
cal and histological findings corresponding to so-called Balanitis xerotica obliterans re-
ported by  Stiihmer. 
   The patient was operated on his phimosis at the age of 18 and at that time urethral 
obturation was also pointed out by the physician. The symptom of urethral obturation 
became worse after the operation. 
   The clinical findingscorresponded to the second type or Kraurosis alba among the 3 
types classified by Peyre', and it was thought to be identical to  Stiihmer's Balanitis xero-





名で報告,肉 眼的並 びに組織学的 にKrauro-
sisv・11vaeの萎縮期 に相当す ると記載 し,次
でKrans&Galewskyが同様症例 を発表 し
て後,1928年Sttthmerが包茎手術後 に発生
した亀頭,包 皮の萎縮現象 を5例 に経験 し,発




なる診断名を付 けた.以 来 かな りの 報 告 が あ
り,本 邦で も森本 高橋 弓削,外 松 ・楠 瀬,
禦等 の報 告があるが,屡 女見 られ る疾患 ではな
いようであ る.





















































Delbancoが最初に男子陰茎 に於 て 女子外陰
部萎縮期に相 当す る包 皮陰茎 の萎 縮,尿 道 口狭
窄 を伴 う亀頭 の色素異常 ある疾患 をKrauro-
sispenisとして報告 し,そ の後Kraus及 び
Galewskyが同様症例 を発表 している.Ga1-
ewskyは本症 では罹患部 に硬結叉 は輩皮症 の
変化を全然 認遼ず且つ屡 汝尿道 口の狭 窄 を 招
来 す るが,Leukoplakiaでは硬結 を呈す る
白斑 が亀頭 に発生 し尿道 口の狭窄 は認 められな
い と云 い,Krausの 例 では持続 的に展・々 再 発
す る亀頭炎 を認 めた とい う.
Peyr6は本症 に関 して総括 し本症 の際 発 現
する萎縮性病変 を次の3型 に区分 した.
第1型Kraurosispenis叉はAtropho一





以上3型 の内,第1及 び第3型 は共 に老人性
変化 として認 め られ る ことが多 く,第2型 の
Kraurosisalbaは第3期 梅毒乃至そ の他 の
性 病に関連 して発生す る搬 痕を基地 として発現
す ると云 い,罹 患部 の色は 白色 で漸 次健康皮膚
に移行 し,粘 膜 の一・部は肥厚 して白色光沢を示
し,亀 頭 の形がゆがみ非対側性 とな り尿道 の閉
塞 を招来 する.
SttthmerがB.x.o.nachoperationem
と記載 した例 は この型 に該 当す るもので,組 織
的には不全角化及 び角 質肥厚が認 め られ且つ後
には組織 の萎縮 と上 皮細胞層の変性 を見 るよう
になるもので ある.Sttthmerは,2,30才台 に
発症 し,包 茎 手術後湿潤 した亀頭,包 皮が機械
的障碍,更 に恐 らく細菌感染 も加わ り炎症,組
織変性を来 し,表 皮の肥厚,角 質増殖,次 いで
萎縮 に陥 ることを特徴 とした。然 し包茎 手術 は
必ず しも関係 な くSttthmer自身 も非手術 患
者 の症例 を記載 してい る,私 の症例 も包茎手術
時すでに尿道 口狭窄 を指摘 され て居 り,外 松等
も包茎手術前に包 皮縁 の狭窄 を来 していた と云
つて いる.
本症の組織 的所 見 としては組織 の炎症性肥厚
並 びに萎縮 が認 め られ,乳 頭層 及び乳頭 層下の
弾力線維 の欠乏,真 皮に於 ける浮腫,血 管壁 の
肥厚等が認め られ ると云 われてい る.叉,プ ラ
スマ細胞が多数 に認 め られ ることも特有 な所見
である とも云われてい る.私 の症例 も以上 の様
な所見が多少な りとも認 め られてい る.
R.x.oとKraurosispenisとが 同一疾患
で ある と云 うFreemann,Laymon等の説は
其 の後 の論 者 によつて認 め られてい るようであ
るが,B.x.o.とLeukoplakia或はLichen
sclerosus,Sclerodermaとの異 同の決定 は
必ず しも容易でない ことは外松等 も記述 してい
るが,私 の症例 の臨床症状,組 織的所見 が先人
の記 述 とよ く一致 す るので一応B.x.o.と し
て報告す る.




30才男 の尿道 口閉塞の1例 を報告 したが,臨
床的,組 織学的にKraurosisalba(Peyr6)
叉はB.x.o.(Sttthmer)と記載 され た例 に相
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